
博士人材追跡調査 第3次報告書について
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【博士人材追跡調査】
u 博士課程での経験、修了後の就業や研究状況等を調査。 「研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ」(2020

年1月)等の博士人材育成政策へ客観的根拠を提供(2014年より約3年毎に実施、今回で3回目)
➢「テニュアトラック制度」や「女性研究者活躍促進策」の効果をみる参考情報

u 今回は、2012年度及び2015年度に博士課程を設置する全大学院で博士課程を修了した者のうち、過去の調査※

に回答した者を対象に調査を実施
※2012年度修了者は2014年及び2016年に調査を実施、2015年度修了者は2016年に調査を実施

1)2012年コホート 調査依頼数2,614名 回答数1,765名 有効回答数1,758名
（回答率：67.5%、有効回答率67.3%）

2)2015年コホート 調査依頼数4,922名 回答数2,381名 有効回答数2,381名
（回答率：48.4%、有効回答率48.4%）

【結果概要】
n 博士課程で得られたことが仕事などで役に立っている項目

「論理性や批判的思考力」が最も多く、次いで「自ら課題を発見し設定する力」、「データ処理、活用能力」

n 大学等及び公的研究機関の任期なし（終身在職権あり）割合が増加

n 日本人博士課程修了者が、海外に居住し、研究を実施している割合
2012年コホート 1.5年後 5.2% ➤ 6.5年後 2.5%
2015年コホート 0.5年後 4.0% ➤ 3.5年後 5.3%

n 女性PI（研究室主宰者、PI：Principal Investigator）の状況
2012年コホート 3.5年後 1.7% ➤ 6.5年後 6.8%
2015年コホート 0.5年後 0.4% ➤ 3.5年後 1.7%

特に、2012年コホートで女性PIの割合は大きく増加

【調査期間】
2019年11月1日～2019年12月1日



博士課程で得られたことで、現在の仕事等で役立っていること

◇2012年コホート、
2015年コホートとも、
「論理性や批判的思
考力」が最多。

◇次いで「自ら課題を
発見し設定する力」、
「データ処理、活用能
力」が多かった。

◇続いて「自ら仮説を
構築し、検証する力」
や「最先端の知にアク
セスする能力」が多
かった。

博士課程に在籍して得られことで、現在の仕事等で役立っていると感じること

（複数回答可）
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博士課程修了後の雇用状況

◇2012年コホート、2015年コホートとも、雇用先は大学等の割合が最多で微増傾向。
◇調査を重ねる度に、正社員・正職員の割合は増加、雇用の安定化がみられた。

博士課程修了後の雇用形態
（上：2015年コホート、下：2012年コホート）

博士課程修了後の雇用先機関
（上：2015年コホート、下：2012年コホート）
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大学等及び公的研究機関の任期制度別雇用率

◇2012年コホート、2015年コホートとも、大学等及び公的研究機関における任期なし
（終身在職権あり）の割合が増加し、雇用の安定化がみられた。
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大学等及び公的研究機関おける職階の状況
◇大学等及び公的研究機関における職階は、2012年コホート、2015年コホートともポ
ストドクターの割合が減少し、助教、講師の割合が増加した。
◇2012年コホートは、上位職の准教授・教授の割合が大きく増加した。
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大学等及び公的研究機関における職階（2015年コホート）

大学等及び公的研究機関における職階（2012年コホート）
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博士課程修了後の所得の状況

◇所得は、調査を重ねる度に全体として増加傾向がみられた。
◇2012年コホートの所得の最多層は、1.5年後で400万-500万円未満が16.2％、

3.5年後で500万-600万円未満が15.7％、6.5年後で600万-700万円未満が
14.4％。

所得階層別分布（2012年コホート）
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社会人経験があった者の博士課程入学前・修了後の状況

◇社会人経験のあった者における博士課程進学前、修了後のセクター間の移動は、進
学前は民間企業の割合が最も多く、修了後は大学等の割合が増加した。
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博士課程修了後の国際的活動の状況①
◇外国人博士課程修了者が、日本に引き続き居住し研究を実施する者の割合は、
調査の度に減少していた。2012年コホート1.5年後44.3%が6.5年後24.1%に、
2015年コホート0.5年後38.9%が3.5年後28.1%に割合が減少した。
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「外国人」博士の研究実施状況及び現在の所在（上：2015年コホート、下：2012年コホート）
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博士課程修了後の国際的活動の状況②

◇日本人博士課程修了者が、海外に居住し研究を実施している割合は、いずれのコ
ホートでも1割に満たなかった。
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「日本国籍」博士の研究実施状況及び現在の所在
（上：2015年コホート、下：2012年コホート）
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女性研究主宰者（PI：Principal Investigator）の状況

◇2012年コホートの女性PIは、3.5年後1.7%、6.5年後6.8%。
◇2015年コホートの女性PIは、0.5年後0.4%、3.5年後1.7%。
◇特に、2012年コホートで女性PIは大きく増加した。
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研究成果（論文等）の発信状況（前回調査時からの実績）

2015年コホート、2012年コホートとも、査読論文は0本と複数本の分散化がみられた。
また、両コホートとも、特許は8割以上が申請していなかった。

査読付き論文数、国際共著論文数、特許数の内訳（2012年コホート6.5年後）

査読付き論文数、国際共著論文数、特許数の内訳（2015年コホート3.5年後）
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2012年コホート

2015年コホート

1.5年後 6.5年後

0.5年後

3.5年後

3.5年後

1.5年後

令和2年（2020年度）実施

2018年コホート

2020年度修士課程修了者

0年後

修士課程在籍者等への追跡調査対象の拡大（今年度実施）
本調査

修士課程（６年制学科を含む）在籍者
を起点とした新たな追跡調査を開始

回 実施
年月

コホート名 対象者 調査依頼数 有効回
答数

有効回答
率

第1回 2011年
4月

2012年コホート
1.5年後

2012年度博士課程
修了者全員

13,276 5,052 38.1％

第2回 2016年
11月

2012年コホート
3.5年後

第1回調査への
回答者が対象

5,044 2,614 51.8％

〃 2015年コホート
0.5年後

2012年度博士課程
修了者全員

13,517 4,922 36.4％

第3回 2019年
11月

2012年コホート
6.5年後

第2回調査への
回答者が対象

2,614 1,758 67.3％

〃 2015年コホート
3.5年後

第1回調査への
回答者が対象

4,922 2,381 48.4％

【調査期間】
2020年11月16日～2020年12月１日
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参考資料
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新型コロナウイルス感染症(COVID-19)に関する
科学技術の動向調査

科学技術に関する国民の意識調査 COVID-19研究に関する国際共著状況

【主な調査研究成果】

• 国民の意識調査：研究開発に対する国民の関心が高まっていることがわかった。
• 博士課程在籍者等へのアンケート調査：研究室や設備（実験機器）等の利用停止など、

研究活動への影響がわかった。
• COVID-19に関する論文等の分析：プレプリント(投稿前の論文草稿）が増加していることがわかった。

より多国間で国際共著をする傾向がわかった。

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2
0
1
9
年

以
前

第
2
週

目

第
4
週

目

第
6
週

目

第
8
週

目

第
1
0
週

目

第
1
2
週

目

第
1
4
週

目

第
1
6
週

目
以

降

アジア

EU

北米

その他

0

400

800

1200

1600

中
国

米
国

イ
タ

リ
ア

英
国

フ
ラ

ン
ス

イ
ン

ド

カ
ナ

ダ

香
港

ド
イ

ツ

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア

イ
ラ

ン

ス
イ

ス

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

ス
ペ

イ
ン

大
韓

民
国

ブ
ラ

ジ
ル

台
湾

オ
ラ

ン
ダ

日
本

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

国際共著 単国・地域

0%

20%

40%

60%

80%

100%

中
国

米
国

イ
タ

リ
ア

英
国

フ
ラ

ン
ス

イ
ン

ド

カ
ナ

ダ

香
港

ド
イ

ツ

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア

イ
ラ

ン

ス
イ

ス

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

ス
ペ

イ
ン

大
韓

民
国

ブ
ラ

ジ
ル

台
湾

オ
ラ

ン
ダ

日
本

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

国際共著文献数割合

各国のCOVID-19関連文献数累積文献数シェアの推移

(出典) 「科学技術に関する国民意識調査－新型コロナウイルスを含む感染症に
対する意識－」 科学技術・学術政策研究所
（2020年4月速報公表、7月公表)

(出典) 「COVID-19研究に関する国際共著状況: 2020年4月末時点のデータを用いた分析」
科学技術・学術政策研究所 （2020年7月)

新型コロナウイルス等の感染症予測と対策として政府の講ずべき
科学技術関連施策は何か （意識変化の推移）

NISTEPにおける新型コロナウイルス関連の調査研究一覧 → https://www.nistep.go.jp/coronavirus
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トピック抽出手法の概要① 分析の流れ

25

動物

会議 計算機

1. 対象文書の収集 2. 対象文書の数値化 3. クラスタリング

4. クラスタごとの頻出語抽出5. クラスタの解釈（ラベリング）6. 文書へのラベリング

（クラスタ数は人間が指定）

（本作業は人間が実施）

（類似するものを近くに配置）

ポイントは，この数値化 部分

fasttext
(word2vec) k-means

─ 分散表現と類似度を用いたクラスタリング ─

新型コロナウイルスに関する
プレプリント調査



トピック抽出手法の概要②
文書の数値化 (1:単語の数値化)

26

n 基本戦略は，“同じような単語が出てくる文書は似ている”

ミカン，ミカン，
リンゴ，スイカ

ミカン，ミカン，
リンゴ，バナナ

メロン，メロン，
リンゴ，モモ似ている 似ていない

有効に機能するが，“ミカン” と “みかん”，“オレンジ” がすべて別の単語として扱われる
計算機は 記号として単語を見ていて，意味は見ていない（わからない）

n 単語の類似度を算出する方法 ─ 分散表現
u “ミカン” と “みかん”，“オレンジ” は似たようなものだ… と，計算機に教えれば良い

u ある単語とセットで使われる単語同士は似ている
p 朝ご飯 に XX を 食べた XX ＝ パン，トースト，おにぎり，鮭 …など

p パン，トースト，おにぎり，鮭… は，他の単語（例えば，机，本，猫 など）に比べて似ている

ニューラルネットを用いてこの単語の類似度を学習させ，
100次元などの高次元空間上にマッピング

※ 具体的な手法としては word2vec，fasttext, BERT などが知られる

この高次元空間へマップした結果を
分散表現 (Word Embedding) という

新型コロナウイルスに関する
プレプリント調査



トピック抽出手法の概要③
文書の数値化 (2：文書の数値化)

27

n 単語の類似度から文書の類似度へ
u 文書についても同様に数値化する手法がいくつか存在

u ここでは単純に，“単語の分散表現” を 平均化したものを “文書の分散表現” に
p 文書中の単語数が同程度で，意味が似ていれば近くに配置されるはず

ミカン，ミカン，
リンゴ，スイカ

みかん，みかん，
りんご，バナナ

似ていない

分散表現を用いない場合

（共通する記号がない）

ミカン，ミカン，
リンゴ，スイカ

みかん，みかん，
りんご，バナナ

似ている

分散表現を用いた場合

ミカン と みかん， リンゴ と りんご
は 似た概念

新型コロナウイルスに関する
プレプリント調査







新型コロナウイルス感染症関連の研究動向（プレプリント分析）：
国・地域別の研究動向分析

30

新型コロナウイルスに関する
プレプリント調査

国別比較 検出・検査 健康・不安公衆衛生 患者病状

感染モデル治療薬探索

情報・データ分析

社会・経済
・政策

感染拡大

マスク・
人工呼吸器

ゲノム解析

ワクチン開発

患者治療効果肺画像診断感染機構

【件】

日本では国別比較が相対的に多く報告されている

出典：文科省科政研 (NISTEP) Discussion Paper 186.
http://doi.org/10.15108/dp186 



新型コロナウイルス感染症関連の研究動向（プレプリント分析）：
国・地域別の投稿数の時系列推移

31

n 文献投稿のピークは5
月上旬

n 中国は5月までリード
その後，米国が先導

n 5月からは英国の文献
投稿も増加

期間中の投稿数 Top10 に
日本を加えた11カ国のリスト

【件】出典：文科省科政研 (NISTEP) Discussion Paper 186.
http://doi.org/10.15108/dp186 

新型コロナウイルスに関する
プレプリント調査



新型コロナウイルス感染症関連の研究動向（プレプリント分析）：
メールアドレスからの国・地域名推定フロー

末尾が国コード？

.com ？

Yes 国コード規定の
国・地域を割り振り

Yes Gmail や
Hotmail?

Yes
Unknown

whois の管理者情報から
国・地域を割り振り

No

.edu ？
.org ？

Yes

.gov，.mil？
Yes

USA を割り振り

No

No

No

No

Unknown

START

32

新型コロナウイルスに関する
プレプリント調査

文科省科政研 (NISTEP) Discussion Paper 186.
http://doi.org/10.15108/dp186 
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